
圃場等圃場等圃場等

野球場野球場
A=1.98haA=1.98ha

花見広場花見広場

多目的広場多目的広場

健康遊具健康遊具
スペーススペース

健康遊具健康遊具
スペーススペース

ーゴラパーゴラ
園
路
W
6.0
m
（
兼
通
学
路
）

園
路
W
6.0
m
（
兼
通
学
路
）

複合遊具複合遊具
（高学年向け，幼児向け）（高学年向け，幼児向け）

付替道路
付替道路車W6.0m
車W6.0m

多目的広場多目的広場

主園路W6.0m主園路W6.0m（ジョギングコース）（ジョギングコース）

既存ポンプ施設既存ポンプ施設

輪場輪場
パーゴラパーゴラ

洪水流出抑制施設洪水流出抑制施設
（地下貯留槽）（地下貯留槽）

従前駐車場従前駐車場
（普通車152台）（普通車152台）
（大型車　3台）（大型車　3台）

常設駐車場常設駐車場
（普通車342台）（普通車342台）
（大型車 12台）（大型車 12台）

防災トイレ防災トイレ
（11穴）（11穴）

防災トイレ防災トイレ
 （20穴）  （20穴）

草 地草 地

草 地草 地

トイレトイレ

パーゴラパーゴラ

ーゴラパーゴラ
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NM-3032

MMEM-9023
認

定

番

号
建築基準法第2条第九号（不燃材料）

建築基準法第37条第二号（材料認定）

ｸﾘｰﾝﾏｯｸｽ220（CMX220）酸化ﾁﾀﾝ光触媒ｺｰﾃｨﾝｸﾞ品

＜特記事項＞

（1）一般社団法人日本膜構造協会第１種正会員であること。

（2）一般社団法人日本膜構造協会の膜体加工工場認定制度に登録された工場（A種を

     除く膜材料を加工する工場）で加工すること。

（3）膜材料を製品使用後に引き取り、リサイクルされる仕組みを整えていること。

（4）酸化チタン光触媒の効果は、光触媒工業会のPIAJ認証（*）マーク取得商品、

     または同等以上の性能を有すること

    （*）セルフクリーニング性能: 分解活性指数5nmol/L/min以上。

     　　空気浄化性能：窒素酸化物（Nox）除去量0.50μmol以上　

2500 2500 2500 2500

10000

X1 X2 X3

5
0
00

5
0
00

1
00
00

Y1

Y2

2500 2500 2500 2500

10000

X1 X2 X3

5000

10000

Y1

1
5
00

Y2

3
0
00

3
0
00

1
5
00

5000

印は水流れ方向を示す

B

A

柱 柱 柱 柱 柱

屋根膜材
屋根膜材梁

梁 梁梁

テントシェルター（1/3）
屋根膜材

屋根伏図　1：50

 断面図　1：50  断面図　1：50

R
9
0
83

18-LEDスポットライト×6箇所

18-LEDスポットライト

LEDスポットライト

参考型番 パナソニック製 YYY36936-LE1相当品

ＬＥＤ：白色（4000K, Ra85）
本体：ｱﾙﾐﾀﾞｲｶｽﾄ（ﾐﾃﾞｨｱﾑｸﾞﾚｰﾒﾀﾘｯｸ）
前面ﾊﾟﾈﾙ：高透過ｶﾞﾗｽ（強化ｶﾞﾗｽ）

φ110

1
90

本体：アルミダイカスト
（ミディアムグレーメタリック）

 110

1
90 1
32

231
80 96

φ
10
8

前面パネル：

35

10

20

50

100

100

エリア ﾊﾞｰﾍﾞｷｭｰ場

平均照度 101 lx

最小照度 19 lx

最大照度 167 lx

G1（最小／平均） 0.185

G2（最小／最大） 0.111

照度分布図　　S=1:60

50Hz/60Hz共用周波数

消費電力

定格電圧

入力電流

17.5W

0.28A

AC100V

注記）JIS Z 9110:2010 照明基準総則

表6-基本的な照明要件その２（屋外作業場）より

「正確な作業」を行うために必要な照度100lxを

満足すること。

高透過ガラス（強化ガラス）

本体：アルミダイカスト

（ミディアムグレーメタリック）
前面パネル：

高透過ガラス

（強化ガラス）

照明範囲（10m×10m）

施設構造図-26
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NM-3032

MMEM-9023
認

定

番

号
建築基準法第2条第九号（不燃材料）

建築基準法第37条第二号（材料認定）

ｸﾘｰﾝﾏｯｸｽ220（CMX220）酸化ﾁﾀﾝ光触媒ｺｰﾃｨﾝｸﾞ品

Y2

2500 2500 2500 2500

10000

X1 X2 X3

5
0
00

5
0
00

Y1

10000

屋根伏図　1：50

2500 2500 2500 2500

X1 X2 X3

5000

10300

Y1 Y2

5000

屋根膜材

屋根膜材

G1:P-165.2 x5.0t

C1:P-216.3 x4.5t C1:P-216.3 x4.5t

屋根膜材

GL

A  立面図　1：50

印は水流れ方向を示す

B

A

B  断面図　1：50

B2:P-114.3 x6.0t

R
90
83
. 3

0.14 （×3回）

３下塗り（２回目）

４下塗り（３回目）

５中塗り

６上塗り

工　程

２下塗り（１回目）

１素地調整

２液形ポリウレタンエナメル塗り

0.14 吹付・はけ

0.10

0.14

0.14

はけ・吹付

はけ・吹付

吹付・はけ

現場

0.14

塗　料　名 （kg/m ）

吹付・はけ

2 塗装方法　 施工区分

工場

下塗り(1,2,3回）

MEMBER LIST

符  号 部  材

C1

G1

P-216.3 x4.5t

材  質

STK400

P-165.2 x5.0t STK400

B1 P-139.8 x4.5t STK400

B3 P-114.3 x6.0t STK400

SS400PL類

B2 P-114.3 x6.0t STK400

C1A P-165.2 x5.0t STK400

2500 2500 2500 2500

10000

X1 X2 X3

5
0
00

5
0
00

1
03
00

Y1

Y2

小屋伏図　1：50

B1 B1

G
1

G
1

G
1

B2

B
3

B2

B
3

B
3

B
3

B1 B1

1
03
00

設計条件

地耐力
長期　　 2kN/m50

短期 2kN/m100

垂直積雪量

単位重量

風荷重

積雪荷重
長期

短期

地震荷重

N/（m  ・cm）

cm
2

地表面粗度区分  

速度圧 　 q = 2

風速　 　 Vo =

N/m

m/s

N/m 2

2N/m

地震層せん断力係数　　　Ｃｉ＝ 0.3

600

30

20

828

34

上部C1A

下部C1

Base PL－22t(SS400)

8-Rib PL-9t　h=100

L=500（フック付き、Ｗナット止メ）

A.BOLT 4-M20(SNR400B)

50 250 50

350

5
0

2
50

5
0

3
50

GL

C1:P-216.3φx4.5t

1
00

2
2

1
00

3
50

5
0

5
00

B.PL 下端

C1  柱脚詳細図　1：10

ウラアテ

マンジュウ無収縮モルタル
(膜工事外)

1
5
00

3
0
00

4
5
00

1
5
00

3
0
00

4
5
00

GL

C1A:P-165.2 x5.0t C1A:P-165.2 x5.0t

350350

700（x700）

800 800

1600（x1600）

1
00

3
50

5
0

5
00

5
001
0
00

B.PL 下端

上部C1A

下部C1

上部C1A

下部C1

上部C1A

下部C1

上部C1A

下部C1

上部C1A

下部C1

F1 F1 F1

F1 F1 F1

800

1600

350 350

700

1
6
00

8
00

8
00

F1 F1

800

カゴ筋：D13,@200（タテ、ヨコ、上下）

主筋：4xD13

TOP筋：2xD13

フープ筋：D10,@100

1
50

1
50

1
50

1
50

150150

：現場溶接位置を示す

　現場溶接位置は製作時に再検討とする

B1:P-139.8 x4.5t

B1:P-139.8 x4.5t

3
50

3
507
00

＜特記事項＞

（1）一般社団法人日本膜構造協会第１種正会員であること。

（2）一般社団法人日本膜構造協会の膜体加工工場認定制度に登録された工場（A種を

     除く膜材料を加工する工場）で加工すること。

（3）膜材料を製品使用後に引き取り、リサイクルされる仕組みを整えていること。

（4）酸化チタン光触媒の効果は、光触媒工業会のPIAJ認証（*）マーク取得商品、

     または同等以上の性能を有すること

    （*）セルフクリーニング性能: 分解活性指数5nmol/L/min以上。

     　　空気浄化性能：窒素酸化物（Nox）除去量0.50μmol以上　

（5）一般社団法人日本公園施設業協会の「遊具の安全に関する規準JPFA-SP-S：2014」に基づき、

    「ＳＰ表示認定企業」による設計・製造・施工とすること

（6）一般社団法人日本公園施設業協会の団体賠償責任保険に加入、又は同等の保険に加入していること

（7）適切な、『日常点検』及び『定期点検』が計画・提示ができること

テントシェルター（2/3）

：現場溶接位置を示す

　現場溶接位置は製作時に再検討とする

施設構造図-27
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5000 5000

10000

X1 X2 X3

5
0
00

5
0
00

Y1

アンカープラン 1：50

1
00
00

125125

1
25

1
25

A.BOLT 4-M20 L=500

(SNR400B)

125125

1
25

1
25

A.BOLT 4-M20 L=500

(SNR400B)

125125

1
25

1
25

A.BOLT 4-M20 L=500

(SNR400B)

125125

1
25

1
25

A.BOLT 4-M20 L=500

(SNR400B)

125125

1
25

1
25

A.BOLT 4-M20 L=500

(SNR400B)

125125

1
25

1
25

A.BOLT 4-M20 L=500

(SNR400B)

Y2

膜材

G1：P-165.2 x5.0t

レーシングバー：RB-16 

束材：FB-4.5tx32 ,@200

面出し材：□-50x50x2.3t

アルミFB-3tx30押え

テクスビス,SUS4 ,@200

PL-4.5t,@750

膜材

G1：P-165.2 x5.0t

A ～ A 　外周膜定着部詳細図　1：5

B ～ B 　中間膜接触部詳細図　1：5

C ～ C 　外周膜定着部詳細図　1：5

膜材

B1：P-139.8 x4.5t

レーシングバー：RB-16 

束材：FB-4.5tx32 ,@200
アルミFB-3tx30押え

テクスビス,SUS4 ,@200

PL-4.5t,@750

面出し材：□-50x50x2.3t

膜材

B2：P-114.3 x6.0t

D ～ D 　中間膜接触部詳細図 1：5

Y2

X1 X2 X3

Y1

KEY PLAN　　

C

C

C

C

D

D

A A

A A

B B

50 65 170

1
80

4
5

1
00

3
5

285

B1：P-139.8 x4.5t

ENDPL-4.5t

中ボルト2xM20

膜養生：P-139.8 x4.5tの1/4割

G1材上面合せ

50 65 140

1
55

4
5

255

B2,B3：P-114.3 x6.0t

ENDPL-4.5t

膜養生：P-114.3 x6.0tの1/4割

G1材上面合せ

B1材　仕口詳細図　1：10
B2,B3材　仕口詳細図　1：10

7
5

3
5

G.PL-9t
中ボルト2xM20

G.PL-9t

テントシェルター（3/3）

350 350

□700

800 800

□1600

1
00

3
50

5
0

B.PL 下端

5
00

5
0

1
001
50

□1700

φ216.3

コンクリート（21-8-25）

コンクリート（21-8-25）

鉄筋

カゴ筋：D13、＠200（タテ、ヨコ、上下共）

主筋：4×D13

TOP筋：2×D13

フープ筋：D10、＠100

均しコンクリート（18-8-25）

基礎砕石（RC-40)

基礎断面図　1：20　

FEP30(別途計上）

1
00

施設構造図-28
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アルミ　Ｖプロ鋳造成形

濃灰色（近似色　日塗工　Ｎ－３０）

ボルトはＳＵＳ（アンカ－ボルト除く）とする。

　　水切り：

ボルト類　：

ＡＣ３Ａ　アクリル樹脂焼付塗装仕上げ

屋根パネル： アルミ　Ｖプロ鋳造成形パネル　ｔ＝７

ＡＣ３Ａ　アクリル樹脂焼付塗装仕上げ

灰色（近似色　日塗工　Ｎ－６０）

設計条件

風圧力の検討：

基礎の検討　：

基準風速　Ｖｏ＝３４ｍ／秒、地表面粗度区分３

長期地耐力＝５０ｋＮ／ｍ２

仕様

溶融亜鉛メッキ下地、塗装仕上げ鋼材部　：

濃灰色（近似色　日塗工　Ｎ－３０）

棟・隅カバー

アインス－パ－ウッド，保護塗料塗布仕上げ（ＳＷＧ：オレンジ色）柱化粧板　：

（熱可塑性木質複合木材，木粉５５％＋ポリプロピレン４５％）

10

4

炊事場 炊事場

3
0
00

3000 3000

6000

1000

1
0
00

9
00

1
2
00

9
00

3
0
00

500 2000 500

3000

6000

500 2000 500

3000

3
0
00

3000 3000

6000

2
5
00

6
65

3
1
65

H-100×100×6×8

□-125×125×3.2

化粧板　アインスーパーウッド

t=25

屋根パネル：アルミVプロ鋳造成形

　　　　　　t=7

隅カバー：アルミVプロ鋳造成形

棟カバー：アルミVプロ鋳造成形

＊本製品は（一社）日本公園施設業協会による公園施設団体賠償責任保険または、

　同等の保険に加入する製品とする。

立面図　1：40 立面図　1：40

屋根伏図　1：40

平面図　1：40 基礎伏図　1：40

炊事棟

10

4

B.PL下端 Ａｎ．Ｂｔ　４－Ｍ１６

Ｂ．ＰＬ－１２　３００×３００

隅カバー：

アルミVプロ鋳造成形 M6トラスネジ

M10 ＠380

□-125×125×3.2

化粧板 再生木材　t=25

H-100×100×6×8

M10

屋根パネル：アルミVプロ鋳造成形パネルt=7

隅カバー：アルミVプロ鋳造成形

アルミ鋳造成形化粧キャップ

棟カバー：アルミVプロ鋳造成形

M6トラスネジ

□-125×125×3.2

化粧板 再生木材　t=25

M6

PL-9

PL-6 2-M16

コーキング

水切り：アルミVプロ鋳造成形
125

1
5

175

1
75

5
0

2
00

5
0

3
00

5020050

300

各部詳細図 1:20

□1000

□1100

フープ筋：5-D13

立上筋：8-D13

ベース筋：タテヨコ共

　　　　　5-D13

□-125×125×3.2

6
00

2
00

4
50

2
50

5
0

1
001
50

9
00

コンクリート

（21-8-25）

均しコンクリート（18-8-25）

基礎砕石（RC-40）

550
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H1300

Y1

Y2

X1 X2

Y1 Y2

▼1FL

▲最高軒高
▼最高高さ

▼設計GL
▼ユニット下端

X3 X10

X1 X2 X3 X10

X4 X5

X4 X5

X12

X12

X11

X11

X6 X7

H1300H1300

X6 X7

X8 X9

X8 X9

外壁

断熱材：フェノールフォーム　t=20

仕上：ガルバリウム鋼板葺き　t=0.5

庇

構造

外部仕上：カラー鋼板　t=0.5

仕　　　　様

外部建具

断熱材：フェノールフォーム　t=40

内部仕上：カラー鋼板　t=0.5

アルミサッシ

(複合パネル)

鉄骨造

なし

屋根

床

断熱材：スチレンフォーム　t=40

下地：硬質木片セメント板　t=18

記号

凡　　　　例

名称

LEDベースライト4000lm(埋込)

φ100
φ100換気扇　

・壁・床・天井・建具仕上げに用いる建築材料はすべて
F☆☆☆☆、または規制対象外の材料を使用する

ｼｯｸﾊｳｽ
対策

・天井裏などへの措置については、天井裏・床裏・壁・
収納に用いる建築材料はF☆☆☆☆以上を使用する

NM-8697

NM-8697

NM-8697

H12建設省
告示1401号

φ100
φ100給気口

天井

間仕切壁

仕上：ビニールクロス

下地：LGS+石膏ボードt=12.5

木製　フラッシュ構造内部建具

仕上：化粧石こうボード　t=9.5 (不燃) NM-1864

下地：LGS19

LEDシーリングライト500lmCL

CL

CL

CL

CL

CL

1

H1300

AW

1

H1300

AW

H1300

1

AW

H1300

1

AW

H1300

1

AW

1

H
13
00

AW

CL-800

FL

引違窓（H1300)S

　材　質：
　ガラス：
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レベル精度　　　　　　　　　2mm以内

アンカーピッチ精度　　　　　　±2mm

対角精度　　　　　　　　　　　±3mm

* 地盤に高低差がある場合現場監督者に確認のこと。

６.　　は振動防止の為の束を示す。
　構造上の強度は有さないものであり、
　材質は問わない（樹脂製可）。

特記なき限り下記による。

１.基礎天端は設計GL+150とする。
２.基礎下端は設計GL-120とする。

（見下げ図）基礎伏図

３.　はアンカーボルトを示す。
４.特記なき　　はアンカーボルト芯を示す。
５.特記なき　　は基礎面を示す。
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床下防湿ｺﾝｸﾘｰﾄt=60

斜線部は防湿コンクリート範囲を示す。

※建物外側に向かって1/100程度

　の水勾配を取ること。
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Y1

使用材料

長期許容支持力 qa = 30 kN/m
2

1）コンクリート

設計基準強度　Fc = 18 (N/mm )

品質基準強度　Fq = 18 (N/mm )

※調合管理強度は品質基準強度に構造体強度

2）鉄筋　SD295A

調合管理強度　Fm = 18+mSn (N/mm )

2

2

2

　補正値(mSn)を加えた値とする。

 平均気温

  ｍSn

※暑中期間におけるmSnは+6とする。

   8≦θ

   +3

 0≦θ＜8

   +6

・普通セメントの構造体強度補正値（mSn）

基礎伏図　1：50

振動防止のため
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管理棟（2/2）

特記なき限り下記による。

１.　は、鉄筋 D10 を示す。
２.  は、鉄筋 D13 を示す。
３.　は、鉄筋 D16 を示す。

F2

D10@300(補強筋)

2-D13+D10(上端主筋)

2-D13+D10(下端主筋)

F1

設計GL

Y1

D10@300(補強筋)
室内側外部

2-D13(上端主筋)

2-D13(下端主筋)

設計GL

設計かぶり厚

F1

Y1

基礎上端

 断面図　1：10 アンカー位置図　1：10 アンカーボルト詳細図　1：5
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※埋め戻しレベルは外部GLよりも

　高いレベルで仕上げること。

※開放面に向かって1/100程度の

　水勾配を設けること。
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　は面取り箇所を示す。

建物外周部は面取りを行うこと。
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